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８月の主な活動
	２日	 第3回政策委員会

４～６日	 平和行動	in	広島

８～10日	 平和行動	in	長崎

	19日	 第10回四役会議

	25日	 第10回執行委員会

調査実施中
ご協力をお願いします！

●2022年度労働条件実態調査
●2023地域ミニマム運動 賃金実態調査
☆提出期限：10月３日（月）必着

時
給
１
０
０
０
円
に
向
け
て

一
歩
前
進
へ

組織拡大・地協活動に
ついて報告・共有

「組織拡大・強化」
「労働条件実態調査」
等の取り組みを確認

第17回 構成組織
書記長・事務局長会議

2022年度連合新潟・中越地協
意見交換会開催

　

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
で
は

２
０
２
２
年
度
の
最
低
賃
金
引

き
上
げ
の
目
安
を
Ａ
・
Ｂ
ラ
ン

ク
31
円
、
Ｃ
・
Ｄ
ラ
ン
ク
30
円

と
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
答
申

し
ま
し
た
。（
新
潟
県
は
Ｃ
ラ

ン
ク
）
こ
れ
は
現
在
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
公
労
使

三
者
が
真
摯
に
議
論
し
た
結
果

で
、
過
去
最
高
と
な
る
目
安
の

水
準
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
の
答
申
は
異
例
で
、
各

地
方
で
の
審
議
会
日
程
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
新

潟
県
で
も
短
期
間
に
凝
縮
し
た

審
議
と
な
り
、
残
念
な
が
ら
新

潟
県
の
引
き
上
げ
額
を
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ

の
機
関
紙
が
お
手
元
に
届
く
時

に
は
、
新
潟
県
の
最
低
賃
金
引

き
上
げ
額
が
労
働
局
長
に
答
申

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

改
定
額
は
連
合
新
潟
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

こ
の
あ
と
、
８
月
下
旬
の
異
議

申
し
立
て
の
審
議
を
経
て
、
改

定
額
と
改
定
日
が
正
式
に
決
定

し
ま
す
。

県
議
会
へ
の
請
願

　

今
年
も
新
潟
県
議
会
６
月
定

例
会
に
「
早
期
に
１
０
０
０
円

を
目
指
し
た
引
上
げ
」
を
新
潟

労
働
局
へ
要
請
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
請
願
を
提
出
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
連
合
新

潟
推
薦
県
議
で
構
成
す
る
会
派

　

連
合
新
潟
と
中
越
地
協
と
の

意
見
交
換
会
が
７
月
16
日
、
長

岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、

連
合
新
潟
か
ら
牧
野
会
長
を
は

じ
め
山
崎
副
会
長
、
福
井
副
会

長
の
ほ
か
４
人
、
中
越
地
協
か

ら
は
矢
島
議
長
を
は
じ
め
各
支

部
役
員
な
ど
16
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
る
あ
い
さ
つ
で

牧
野
会
長
は
、
参
議
院
選
挙
を

は
じ
め
と
し
た
政
治
関
係
に
触

れ
、
矢
島
議
長
か
ら
も
「
連
合

と
し
て
大
き
な
塊
を
求
め
た

い
」
と
政
治
関
係
等
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、「
組
織
拡
大
に

つ
い
て
」
と
「
中
越
地
協
の
活

動
に
つ
い
て
」
の
２
つ
。
最
初

の
「
組
織
拡
大
に
つ
い
て
」
は
、

連
合
新
潟
・
筒
井
副
事
務
局
長

と
渡
邉
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
説

明
し
、
連
合
の
組
織
拡
大
プ
ラ

ン
２
０
３
０
を
受
け
て
の
、
中

越
地
協
に
お
け
る
対
応
と
し
て
、

６
月
に
開
催
さ
れ
た
中
越
地
協

「
支
部
代
表
者
会
議
」
に
お
け

る
主
な
確
認
事
項
を
共
有
し
ま

し
た
。

　

中
越
地
協
か
ら
は
、
７
月
以

「
未
来
に
い
が
た
」
が
、「
最

低
賃
金
の
引
上
げ
等
を
求
め
る

意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

内
容
は
「
最
低
賃
金
近
傍
で
働

く
者
の
厳
し
い
生
活
実
態
を
直

視
し
、
生
活
水
準
の
維
持
・
向

上
の
観
点
か
ら
も
消
費
者
物
価

上
昇
率
を
考
慮
し
た
引
上
げ
が

必
要
で
あ
る
。」「
国
会
並
び
に

政
府
に
置
か
れ
て
は
、
最
低
賃

金
引
き
上
げ
な
ど
す
べ
て
の
労

働
者
の
処
遇
改
善
及
び
中
小
企

業
に
対
す
る
更
な
る
支
援
制
度

の
充
実
と
利
用
促
進
の
た
め
周

知
の
強
化
を
図
り
、
安
全
で
安

心
な
暮
ら
し
の
実
現
の
た
め
の

対
策
を
行
う
こ
と
を
強
く
要
望

す
る
。」
と
い
っ
た
も
の
で
、

こ
ち
ら
は
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
、
新
潟
県
議
会
か
ら
政
府
に

対
し
て
、
意
見
書
が
提
出
さ
れ

ま
す
。
ま
た
自
民
党
が
出
し
た

雇
用
に
関
す
る
意
見
書
で
も
、

最
低
賃
金
に
触
れ
て
い
て
、
ま

た
一
歩
、
県
議
会
で
の
理
解
が

す
す
ん
だ
と
受
け
止
め
ま
す
。

自
治
体
へ
の
要
請

　

各
地
域
協
議
会
の
協
力
の
も

と
、
８
つ
の
自
治
体
に
最
低
賃

金
引
き
上
げ
に
関
す
る
要
請
を

行
い
ま
し
た
。
４
つ
の
自
治
体

で
は
市
長
に
直
接
、
新
潟
県
の

賃
金
水
準
の
低
さ
と
引
き
上
げ

の
必
要
性
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
中
小
企
業
の
賃
上
げ
の
た

め
の
助
成
金
活
用
の
周
知
や
、

行
政
の
後
押
し
、
商
工
会
と
の

連
携
な
ど
も
お
願
い
し
ま
し
た
。

ま
た
最
低
賃
金
の
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
課
題
な
ど
の

政
策
面
や
労
働
組
合
の
役
割
な

ど
、
幅
広
い
意
見
交
換
を
行
う

機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
多
く
の
自
治
体
か
ら
新

潟
労
働
局
へ
「
最
低
賃
金
引
き

上
げ
に
関
す
る
要
請
（
望
）
書
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

連
合
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は

「
誰
も
が
時
給
１
０
０
０
円
」

の
早
期
実
現
で
す
が
、
そ
れ
は

通
過
点
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
１
０

０
０
円
と
そ
の
先
を
め
ざ
し
て
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

降
の
対
応
と
し
て
、
平
時
で
も

使
え
る
流
し
街
宣
の
音
源
の
作

成
な
ど
を
連
合
新
潟
に
求
め
ま

し
た
。

　

次
の
「
中
越
地
協
の
活
動
に

つ
い
て
」
は
中
越
地
協
の
小
林

事
務
局
長
が
説
明
。
中
越
地
協

や
各
支
部
、
地
域
と
の
関
係
性

を
ま
と
め
た
「
組
織
図
」、
今

年
度
の
「
重
点
課
題
」
と
各
専

門
部
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ほ

か
、
連
合
本
部
の
地
域
協
議
会

の
見
直
し
を
受
け
て
の
現
状
チ

ェ
ッ
ク
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
２
０
２
２
年
度
の

活
動
予
定
と
今
後
の
地
協
活
動

が
紹
介
さ
れ
、
特
に
「
連
合
の

信
頼
度
・
認
知
度
ア
ッ
プ
」、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
と

の
連
携
」
や
「
労
福
協
事
業
と

の
連
携
」
な
ど
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
各
支
部
か
ら
も
支

部
状
況
や
活
動
が
報
告
さ
れ
、

最
後
に
山
崎
副
会
長
、
福
井
副

会
長
が
ま
と
め
を
話
さ
れ
終
了
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
有
意
義
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
、
こ
く
み
ん
共
済

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ 

新
潟
会
館
に
お
い
て
、

第
17
回
構
成
組
織
書
記
長
・
事

務
局
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
２
０
２
３
年
度

の
組
織
人
員
・
会
費
納
入
人
員

の
登
録
に
つ
い
て
再
確
認
し
た

ほ
か
、「
連
合
組
織
拡
大
プ
ラ

ン
２
０
３
０
」
の
組
織
拡
大
・

強
化
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
拡

大
目
標
の
共
有
を
行
い
、
９
月

２
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
組
織

対
策
委
員
会
で
、
論
議
を
深
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
関
連
で
は
、
毎
年
８
～

９
月
に
各
加
盟
組
合
へ
要
請
し

て
い
る
春
季
生
活
闘
争
後
の

「
労
働
条
件
実
態
調
査
」
お
よ

び
「
２
０
２
３
地
域
ミ
ニ
マ
ム

運
動
・
賃
金
実
態
調
査
」
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
政
治
関
連
で
は
、
来

年
４
月
に
行
わ
れ
る
第
20
回
統

一
地
方
選
挙
を
含
め
、
私
た
ち

働
く
者
の
代
表
を
各
自
治
体
、

県
議
会
へ
送
り
出
す
た
め
に
推

薦
議
員
を
増
や
す
た
め
の
取
り

組
み
強
化
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

次
回
の
構
成
組
織
書
記
長
・

事
務
局
長
会
議
は
12
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

誰もが



新潟推進本部（新潟県総合⽣活協同組合）
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乳牛についての学習タイム

今回も子ども達に人気なピザ作り

参加した組合員とその家族のみなさん
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中止

地域にお祭りが
ない

花火鑑賞だけ

しない
（しなかった）

する（した）

Go
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早
い
梅
雨
明
け
と
猛
暑
。

我
が
家
の
紫
陽
花
は
雨
に

濡
れ
て
し
っ
と
り
咲
く
間

も
な
く
ギ
ラ
ギ
ラ
太
陽
に

照
ら
さ
れ
て
イ
メ
ー
ジ
が

良
く
な
い
。
先
日
珍
し
い

紫
陽
花
の
苗
を
も
ら
っ
て

植
え
た
。
根
が
つ
く
こ
と
を
願
っ
て
水

ま
き
は
欠
か
さ
な
い
。
来
年
こ
そ
は
美

し
く
咲
い
て
も
ら
い
た
い
。
◇
来
年
こ

そ
と
い
え
ば
、
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
。

年
齢
と
比
例
し
て
い
ろ
い
ろ
な
部
位
の

数
値
が
上
昇
し
て
い
た
。
確
か
去
年

「
明
日
か
ら
運
動
し
よ
う
」
と
心
に
決

め
た
は
ず
。
一
年
が
経
過
し
た
。
今
年

は
「
今
日
か
ら
・
・
・
」
に
変
更
し
た
。

ガ
ン
バ
ロ
ー
�
ガ
ン
バ
ロ
ー
�

ガ
ン
バ
ロ
ー
�

７月ホームページアンケート結果発表
質問：７月のHPアンケートは、「今年、近場のお祭りに
参加しますか？」でした。
　結果は、参加する（した）との回答が多数となり、期待
の高さがうかがえます。生活様式の変化・多様化が進ん
でいるなか、お祭りに対する考え方も変わってきている
のかもしれませんが、地域に住む人々にとって大切なも
のであることに変わりはないようです。
　さて、８月の連合新潟HPアンケートは、連合新潟の
facebookページについてです。連合新潟ホームページか
ら投票ください！

大人気体験学習会を
� 今年も開催

新潟県食と環境ネットワーク

　

７
月
18
日
、
新
潟
市
南
区
・

ア
グ
リ
パ
ー
ク
に
て
、
新
潟
県

食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
２
０
２
２
体
験
型
学
習
会

（
そ
の
１
）
が
今
年
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
多
く
の
方
か
ら
お
申

込
み
を
い
た
だ
き
約
２
４
０
人

の
中
か
ら
抽
選
で
当
選
し
た
、

大
人
23
人
、
子
ど
も
24
人
、
合

計
47
人
の
組
合
員
と
家
族
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

体
験
で
は
「
牛
の
搾
乳
と
エ

サ
や
り
体
験
」「
季
節
の
野
菜

収
穫
」「
ピ
ザ
作
り
体
験
」
を

行
い
ま
し
た
。
牛
の
搾
乳
と
エ

サ
や
り
体
験
で
は
、
初
め
に
乳

牛
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
そ

の
後
、
搾
乳
、
エ
サ
や
り
を
行

い
ま
し
た
。

　

野
菜
収
穫
で
は
、
収
穫
す
る

季
節
の
野
菜
（
ナ
ス
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
）
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞

き
、
収
穫
体
験
を
し
ま
し
た
。

珍
し
い
種
類
の
野
菜
も
あ
り
、

参
加
者
は
ど
れ
を

採
る
か
悩
ん
で
い

ま
し
た
。

　

ピ
ザ
作
り
体
験

で
は
、
ピ
ザ
生
地

を
伸
ば
し
、
ア
グ

リ
パ
ー
ク
で
採
れ

た
野
菜
な
ど
の
具

材
を
ト
ッ
ピ
ン
グ

し
た
も
の
を
窯
で

焼
い
て
も
ら
い
ま

し
た
。
普
段
近
く

で
見
ら
れ
な
い
窯

焼
き
に
皆
さ
ん
興

味
津
々
で
焼
け
た

ピ
ザ
も
美
味
し
く

食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
定
員

を
大
き
く
上
回
る

参
加
応
募
が
あ
り
お
断
り
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
方
が
出
て
し
ま

い
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

秋
に
も
体
験
型
学
習
会
（
そ

の
２
）
を
開
催
す
る
予
定
で
す

の
で
、
参
加
の
ご
検
討
を
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

新
潟
県
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
は
、
体
験
学
習
会
な
ど

を
通
し
食
に
関
す
る
知
識
の
理

解
浸
透
へ
引
き
続
き
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

連合新潟  2022春季生活闘争 第８回（最終）集計結果（７月２7日公表）

☆回答・妥結報告があった組合247組合（58,633名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通りです。
☆「2022額・率」と「2021額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式【回答・妥結集計】

集計組合
2022 2021	同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率

計 130 33,867 5,345 2.05 4,092 1.69 4,791 1.85 3,669 1.50 554 0.20 423 0.19 

【一時金：回答・妥結集計】
　回答・妥結報告があった組合は、年間82組合（32,184名）、夏季のみ109
組合（13,489名）。額・月数とも集計可能な組合の結果は以下の通りです。

１．年間回答妥結集計結果

集計組合
2022 2021同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

額 集 計 48 18,114 1,119,534 1,124,878 1,073,821 1,071,913 45,714 52,964 

月数集計 59 26,519 4.24 4.18 4.10 3.96 0.14 0.22 

２．夏季のみ回答妥結集計結果　※夏季のみ回妥，年間回妥含む

集計組合
2022 2021同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

額 集 計 100 16,558 516,001 417,813 492,750 400,841 23,250 16,972 

月数集計 128 25,997 2.04 1.81 1.97 1.74 0.06 0.07 

９月の自治体選挙 連合新潟推薦候補予定者

▪ 胎内市議会議員選挙 ▪
投開票日 ９月18日・ 定数（16）

渡
わた

辺
なべ

宏
ひろ

行
ゆき

無所属
現④  66歳

薄
うす

田
だ

　智
さとし

無所属
現③  57歳

佐
さ

藤
とう

陽
ひろ

志
し

無所属
元②  49歳

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
新
潟
県
民
会
議

総
会
・
県
民
大
会
を
２
年
ぶ
り
に
開
催

　

７
月
23
日
、
新
潟
市
・
万
代

シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
に
て
、
令
和

４
年
度
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
新
潟
県
民
会
議
総
会
・
県
民

大
会
を
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
前
段
の
総
会
で
は
は

じ
め
に
、
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
新
潟
県
民
会
議
の
会
長
・

近
藤
和
義
佐
渡
市
議
よ
り
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

令
和
３
年
度
事
業
報
告
、
決
算
、

会
計
報
告
、
令
和
４
年
度
の
事

業
計
画
、
予
算
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
た
。

　

後
段
の
県
民
大
会
で
は
、

「
ロ
シ
ア
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢

と
北
方
領
土
返
還
運
動
に
つ
い

て
」
と
い
う
演
題
で
防
衛
研
究

所
の
兵
頭
慎
治
氏
よ
り
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、

な
ぜ
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

侵
攻
し
た
の
か
、
今
後
の
展
望

な
ど
に
つ
い
て
兵
頭
氏
の
見
解

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
大
会
決
議
を

参
加
者
全
員
で
確
認
し
総
会
、

県
民
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。


